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第１章 環境要素ごとに予測条件とした 

 処理方式及び選定理由等 
 

1.1 環境要素ごとに予測条件とした処理方式及び選定理由等 

本編「第４章 調査・予測・保全対策・評価」に示した予測評価においては、環境要素ごとに

環境への影響の大きい処理方式の諸元を用いた。環境要素ごとに予測条件とした処理方式及び選

定理由等は、表1-1に示すとおりである。 

なお、工事関係車両の走行及び工事中の建設機械の稼動においては、処理方式と関連性はない

ためメーカー資料にもとづき最大負荷を抽出した。 

 

表 1-1 環境要素ごとに予測条件とした処理方式及び選定理由等 

環境要素 影響要因 
処理方式 
の分類※ 選定理由等 
1 2 3

大気質 

環境基準項目 
・二酸化硫黄 
・二酸化窒素 
・浮遊粒子状物質 
・ダイオキシン類 
その他必要な項目 
・塩化水素 

焼却施設の稼働 ○ － －
・大気質の予測結果、最大着地濃度の年平均値

が最大となる、ストーカ式焼却＋灰溶融（燃
料）方式とした。 

騒音 
総合騒音 
特定騒音 
・工場騒音 

焼却施設の稼働 － ○ －

・施設の稼働に伴う騒音に関しては、施設配置
が決まっていないため、処理方式ごとに設置
する騒音発生機器の騒音レベルの合成値が
最大となる流動床式ガス化溶融方式とした。

振動 
振動 
・総合振動 
・工場振動 

焼却施設の稼働 ○ － －

・施設の稼働に伴う振動に関しては、施設配置
が決まっていないため、処理方式ごとに設置
する振動発生機器の振動レベルの合成値が
最大となるストーカ式焼却＋灰溶融（燃料）
方式とした。 

低周 
波音 

低周波音 焼却施設の稼働 － － ○
・低周波音の発生機器は、メーカー資料がシャ

フト炉式ガス化溶融方式のみ得られたこと
からこれに基づき算出した。 

悪臭 
悪臭 
・特定悪臭物質 
・臭気指数 

焼却施設の稼働 ○ － －
・大気質の予測結果、最大着地濃度の年平均値

が最大となる、ストーカ式焼却＋灰溶融（燃
料）方式とした。 

土壌 
汚染 

環境基準項目 
(ダイオキシン類) 

焼却施設の稼働 ○ － －
・大気質の予測結果、最大着地濃度の年平均値

が最大となる、ストーカ式焼却＋灰溶融（燃
料）方式とした。 

景観 景観 
建築物・工作物等 

の存在 
－ ○ －

・予測図（フォトモンタージュ）を作成し、視
認できる範囲が広い流動床式ガス化溶融方
式とした。 

廃棄物等 

廃棄物 建築物の工事 － ○ －
・施設計画の延床面積が最大の流動床式ガス化

溶融方式とした。 

廃棄物 廃棄物の排出・処理 ○ － －
・施設の稼働に伴い発生する廃棄物等の処理残

さ量が最大になるストーカ式焼却＋灰溶融
（燃料）方式とした。 

温室 
効果 
ガス等 

温室効果ガス 
・二酸化炭素 
・メタン 
・一酸化二窒素 

焼却施設の稼働 － － ○
・処理方式ごとの電力量及び助燃剤使用量に係

る温室効果ガスの最大となるシャフト炉式
ガス化溶融方式とした。 

日照阻害 日照阻害 
建築物・工作物等 

の存在 
－ ○ －

・最も建物高さが高い流動床式ガス化溶融方式
とした。 

※処理方式の分類 

1：ストーカ式焼却＋灰溶融（燃料）方式  2：流動床式ガス化溶融方式  3：シャフト炉式ガス化溶融方式 


